
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

レヴァル

オートマトン

ステーシー

ゴシック

16歳

渇望

18

煉獄

11
25　葬儀

96　うそ

子ども時代

罪

誰が死んだのだろう。みんなが悲しんで、打ち沈んで、泣いている人もいる。あなたはどうだったろう。大きくかけられた写真の顔はぼやけている。でも、その葬儀はきっと大切な人のものなのだ。

あなたは嘘をついた。どんな嘘か思い出せない。けれど、誰かをだましたのだ。そして、きっとだましたまま死んでしまった。相手は今もだまされたままだろうか。もし出会えたら、謝らないと……。

「君達は庭を駆け回っていた。幼い頃から仲が良く、いつも一緒にいた。　「ずっと一緒にいようね！」そう笑顔で言う君に大きく頷いた。その約束は、今は果たせているのか――」

「有罪だ、有罪だ、有罪だ。そんな声が君の耳に突き刺さる。　君達の前方には黒衣を纏った男。彼は君達を見て「有罪だ」と言う。　その言葉に（女PL）は「待って、悪いのは私。だから彼だけは許してあげて」と懇願する。　だが、薄々は気付いている。もうすべてが手遅れだと言う事を。それを分かっているのか、レヴァルはビリジアンへこう言う。　「いいんだよ。もう全てが手遅れた。だから受け入れるしかない。それだけの罪を犯したんだ」　ビリジアンはガクリと項垂れる。納得がいっているのかいないのか、奥歯を噛み締めている。　君達は広場へ連れて行かれ、頭を掴まれる。　辺りは雑踏する人々の群れ。彼らは口々に「有罪だ」「死罪だ」「破倫の者共め！」と口汚く君達を罵っている。　そんな騒音も束の間。君の首に刃が振り下ろされ、君達の人生は幕を閉じた」1 0 1
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1 1 2

たからもの

ビリジアン

ジョセフィーヌ

依存

独占

信頼

3

3

3

3

3

3

パーツとして所持。破壊で狂気点+1

ポジション

メインクラス

メインクラス

サブクラス

頭

頭

頭

頭

頭

腕

腕

腕

胴

胴

胴

胴

胴

胴

脚

脚

脚

脚

腕

援護

庇う

肉の盾

肉の宴

のうみそ

めだま

あご

野性の血（カンフー）

竜のイヤーカフス

こぶし

うで

かた

せぼね

はらわた

はらわた

おとこのこ

竜翼（やぶれひまく）

仲間想い（リミッター）

ほね

ほね

あし

尻尾

レーザービーム

オート

ダメージ

ダメージ

アクション

オート

オート

アクション

オート

オート

アクション

ジャッジ

アクション

アクション

オート

オート

オート

ダメージ

オート

アクション

アクション

ジャッジ

オート

アクション

0

0

1

2

なし

2

1

4

1

なし

0

なし

3

3

1

なし

3

0～1

0～1

0～1

自身

0

自身

0

0

自身

自身

自身

自身

自身

自身

自身

0

自身

0～3

1ターンに一回、射程内の他の姉妹が「アクション」マニューバを宣言した際、合意の上で自身の現在行動値を1減らす代わり、宣言されたマニューバのコストを0としてよい。

対象が受けたダメージを、代わりに自身が受ける。1ターンに何度でも使用可。

ダメージに付随する効果全て（切断や連撃、全体攻撃など）を打ち消す。

損傷した基本パーツ1つを修復する。

2

1

肉弾攻撃１

最大行動値＋1。

たからもの。

肉弾攻撃１

支援１

移動１

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

対話判定において、判定出目+1してもよい。

防御2。

このパーツがバトルパート中に損傷した時、宣言することで最大行動値に＋2してもよい。バトルパート終了までこの効果は続き、効果中はこのパーツを修復できない。

移動１

移動１

妨害１

最大行動値＋1。

射撃攻撃1＋切断。
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